


能力開発セミナーのご案内
～ものづくり企業の人材育成をお手伝いします。～
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●能力開発セミナー受講申込書

企業等の在職者の方々を対象に、技能・技術の習得・向上を目的に“もの
づくり分野”を主とした『能力開発セミナー』を実施しています。
能力開発セミナーは、働きながら学びやすいように、訓練期間は２日～３
日程度と比較的短期の日程で設定しています。
是非、貴社の人材育成（能力開発やスキルアップ等）に能力開発セミナー
をご活用ください。



受講のお申込みから実施までの流れ

原則として、開講日の２週間（14日）
前までの受付となります。締め切り

「能力開発セミナー受講申込書」に必要事項をご記入の
うえ、FAXまたは郵送でお申し込みください。お申込み

請「び及」票講受「、に途目を前）日41（間週２の講開
求書」を発送します。受講票・請求書の発送

開講日の8日前までに、請求書明記の銀行口座に受講
料をお振り込みください。振込手数料はご負担願います。
また、受講料は消費税を含んでいます。

受講料のご入金

＊セミナー終了後に、受講されたすべてのコースについて受講者及びその事業主の方に対
して、「コース内容に関する満足度等のアンケート調査」へのご協力をお願いしています。

受講票、筆記用具、その他コースで指定されたものを
ご持参下さい。出席時間がコースの総訓練時間の80％
（総訓練時間が 12時間の場合 100％）を満たしている
場合は、修了証書を交付します。

セミナー受講

セミナーのお問い合わせ、ご相談は、担当窓口までお願いします。
ポリテクセンター愛媛　訓練課　事業主支援係
TEL：089-972-0329　　FAX：089-972-0959

■コースの中止・延期について
お申し込みが少数などの場合、コースを中止または延期させていただく場合がありますので、あらか
じめご了承ください。コース中止の場合、受講料は返金いたします。

■受講取消（キャンセル）について
セミナー開講日の8日前（土日祝日にあたる場合はその前日）の17時までに、お知らせください。
それ以降の取消（キャンセル）やご連絡が無い場合は、受講料をご負担いただきます。
4/16

前
日
９

4/17

前
日
８

4/18

前
日
７

4/19

前
日
６

4/20

前
日
５

4/21

前
日
４

4/22

前
日
３

4/23

前
日
２

4/24

前
日
１

4/25

日
講
開

受講料振込後の取り消し（キャ
ンセル）の場合、受講料返金

受講料
負担取り消し（キャンセル）の場合、受講料負担

※下記コースの受付及び取消（キャンセル）の締切日は表のとおりです。

コース№

4H511

4H012

4D202

4M521

4M532・4H521

4D301

実施日程

5/11(月),12(火)

9/24(木),25(金)

9/29(火),30(水)

1/7(木),8(金)

1/14(木),15(金)

1/19(火),20(水)

申込締切日

4/15(水)

9/1(火)

9/4(金)

12/11(金)

12/17(木)

12/22(火)

取消締切日

4/23(木)

9/9(水)

9/14(月)

12/21(月)

12/25(金)

1/6(水)
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②機械加工
コース名 日　程 コース番号 受講料 定 員 詳細頁

旋盤加工技術
4/21（火）,22（水） 4M351

15,000 10 12
1/27（水）,28（木） 4M352

旋削加工の理論と実際
4/17（金）,20（月） 4M031

12,500 10 13
1/20（水）,21（木） 4M032

ＮＣ旋盤プログラミング技術 10/21（水）,22（木） 4M051 10,500 10 13
ＮＣ旋盤加工技術 10/27（火）,28（水）,29（木） 4M391 18,000 10 14

フライス盤加工技術
4/27（月）,28（火） 4M371

17,000 8 14
2/24（水）,25（木） 4M372

フライス加工の理論と実際
4/23（木）,24（金） 4M041

16,500 8 15
2/17（水）,18（木） 4M042

マシニングセンタプログラミング技術 12/2（水）,3（木） 4M081 11,000 10 15
マシニングセンタ加工技術 12/8（火）,9（水）,10（木） 4M401 20,000 10 16

セミナーコース一覧
※受講料は税込みです。

①機械設計
コース名 日　程 コース番号 受講料 定 員 詳細頁

実践機械製図�  4/6（月）,7（火）,8（水） 4M101 17,500 10 10
切削加工を考慮した機械設計製図 9/16（水）,17（木） 4M171 10,000 10 10
２次元ＣＡＤによる機械製図技術 6/17（水）,18（木） 4M091 12,000 10 11
３次元ＣＡＤを活用したソリッドモデリング技術 8/26（水）,27（木） 4M121 14,000 10 11
３次元ＣＡＤを活用したアセンブリ技術� 9/2（水）,3（木） 4M181 14,000 10 12

【機械系】

③測定・検査
コース名 日　程 コース番号 受講料 定 員 詳細頁

精密測定技術（実践測定編）
4/9（木）,10（金） 4M301

11,000 10 16
10/14（水）,15（木） 4M302

精密測定技術（ばらつきの原因と対策）
6/24（水）,25（木） 4M011

11,500 10 17
11/4（水）,5（木） 4M012

精密形状測定技術 6/3（水）,4（木） 4M311 12,000 10 17
超音波探傷技術による欠陥評価 7/15（水）,16（木） 4M561 35,500 4 19

④金属加工 /成形加工
コース名 日　程 コース番号 受講料 定 員 詳細頁

被覆アーク溶接技能クリニック
7/9（木）,10（金） 4M511

28,500 6 18
1/21（木）,22（金） 4M512

半自動アーク溶接技能クリニック 1/7（木）,8（金） 4M521 26,500 6 18

ステンレス鋼のＴＩＧ溶接技能クリニック
7/23（木）,24（金） 4M531

31,500 6 19
1/14（木）,15（金） 4M532

… 新規コースNew … デジタルトランスフォーメーションにつながる
　 デジタル技術に対応したコース

DX

【電気・電子系】
①制御システム設計

コース名 日　程 コース番号 受講料 定 員 詳細頁

有接点シーケンス制御の実践技術
5/27（水）,28（木） 4D151

12,000 10 207/29（水）,30（木） 4D152
10/28（水）,29（木） 4D153

ＰＬＣ制御の回路技術
6/17（水）,18（木） 4D051

14,000 10 209/16（水）,17（木） 4D052
12/16（水）,17（木） 4D053

ＰＬＣ制御の応用技術
6/25（木）,26（金） 4D201

14,000 10 21
9/29（火）,30（水） 4D202

シーケンス制御による電動機制御技術
8/25（火）,26（水） 4D011

12,500 10 21
12/2（水）,3（木） 4D012

ＰＬＣによるタッチパネル活用技術
7/15（水）,16（木） 4D161

14,000 10 22
10/14（水）,15（木） 4D162
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②通信設備・通信システム設計
コース名 日　程 コース番号 受講料 定 員 詳細頁

製造現場におけるＬＡＮ活用技術	
7/7（火）,8（水） 4D261

12,500 10 22
11/19（木）,20（金） 4D262

無線ＬＡＮを用いたデータ伝送技術	 7/23（木）,24（金） 4D271 10,000 10 23

③電力・電気・通信設備工事
コース名 日　程 コース番号 受講料 定 員 詳細頁

ＶＬＡＮ間ルーティング技術	 7/9（木）,10（金） 4D211 10,000 10 23
電気工事技術者のためのＩоＴ機器施工技術	  1/19（火）,20（水） 4D301 13,000 10 24

【居住系】
①建築計画 /建築意匠設計

コース名 日　程 コース番号 受講料 定 員 詳細頁
実践建築設計２次元ＣＡＤ技術 8/4（火）,5（水） 4H001 9,000 10 25

実践建築設計２次元ＣＡＤ技術（平面図編）
4/22（水）,23（木） 4H011

9,000 10 25
9/24（木）,25（金） 4H012

実践建築設計２次元ＣＡＤ技術（応用編）
5/19（火）,20（水） 4H021

9,000 10 26
10/20（火）,21（水） 4H022

実践建築設計３次元ＣＡＤ技術（設計図面とプレゼンテーション編）
4/9（木）,10（金） 4H131

9,500 10 26
7/7（火）,8（水） 4H132

実践建築設計３次元ＣＡＤ技術（申請編） 5/25（月）,26（火） 4H161 10,000 10 27
実践建築設計３次元ＣＡＤ技術 10/27（火）,28（水） 4H171 12,500 10 27
インテリアパース作成実践技術 10/14（水）,15（木） 4H191 9,500 10 28

【設備系】
①建築設備工事

コース名 日　程 コース番号 受講料 定 員 詳細頁
冷媒配管の施工と空調機器据付け技術 5/11（月）,12（火） 4H511 12,000 8 29
トラブル事例から学ぶ各種管の加工·接合技術（トイレ等の給排水衛生設備） 1/14（木）,15（金） 4H521 12,000 8 30
自動火災報知設備工事の施工·保守技術 5/21（木）,22（金） 4H531 11,000 10 30

②木材加工／建築部材加工
コース名 日　程 コース番号 受講料 定 員 詳細頁

木材加工技術における問題解決法と品質の向上 12/5（土）,6（日） 4H211 14,500 10 28

②生産設備保全
コース名 日　程 コース番号 受講料 定 員 詳細頁

低圧電気設備の保守点検技術	 9/17（木）,18（金） 4H551 11,500 10 31

③建築施工
コース名 日　程 コース番号 受講料 定 員 詳細頁

木造住宅における耐震補強工事実践技術（古民家（伝統構法）の改修編） 6/17（水）,18（木） 4H271 9,000 10 29

③建築設備保全
コース名 日　程 コース番号 受講料 定 員 詳細頁

ビル設備管理の実務	 8/27（木）,28（金） 4H561 9,000 10 31
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の印のあるところは、この順序で受講されることをお勧めします。
の中の名称はセミナーコース名となっています。
は、コース番号と詳細の掲載ページ番号となっています。◉

表 示 説 明

■ 機械系／機械設計・製図分野

◉4M171（P10）

切削加工を考慮した機械設計製図

★設計者に必要な知識

◉4M091（P11）

２次元ＣＡＤによる機械製図技術

◉4M121（P11）

３次元ＣＡＤを活用したソリッドモデリング技術

★設計支援ツールの活用

：2026年度開講コース

設計・製図分野に
関連する

総合的内容に対応

■ 機械系／機械加工分野 ：2026年度開講コース

機械加工分野に
関連する

総合的内容に対応

★旋盤加工

◉4M351・352（P12）

旋盤加工技術

◉4M031・032（P13）

旋削加工の理論と実際

★フライス盤加工

◉4M041・042（P15）

フライス加工の理論と実際

◉4M051（P13）

NC旋盤プログラミング技術

◉4M391（P14）

NC旋盤加工技術

★NC旋盤加工

◉4M081（P15）

マシニングセンタプログラミング技術

◉4M401（P16）

マシニングセンタ加工技術

★マシニングセンタ加工

コースマップ

◉4M371・372（P14）

フライス盤加工技術

DX

◉4M181（P12）

３次元ＣＡＤを活用したアセンブリ技術

◉4M101（P10）

実践機械製図
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の印のあるところは、この順序で受講されることをお勧めします。
の中の名称はセミナーコース名となっています。
は、コース番号と詳細の掲載ページ番号となっています。◉

表 示 説 明

■ 機械系／計測・測定分野

◉4M301・302 （P16）

◉4M311 （P17）

◉4M011・012 （P17）

★長さ測定技術
精密測定技術（実践測定編） 精密測定技術

（ばらつきの原因と対策）
計測・測定分野に
関連する

総合的内容に対応★形状関係測定技術
精密形状測定技術

：2026年度開講コース

■ 機械系／溶接・金属加工分野 ：2026年度開講コース

★各種溶接技術

◉4M511・512 （P18）

被覆アーク溶接技能クリニック

★非破壊検査技術

◉4M561 （P19）

超音波探傷技術による欠陥評価

◉4M521 （P18）

半自動アーク溶接技能クリニック

◉4M531・532（P19）

ステンレス鋼のＴＩＧ溶接技能クリニック
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の印のあるところは、この順序で受講されることをお勧めします。
の中の名称はセミナーコース名となっています。
は、コース番号と詳細の掲載ページ番号となっています。◉

表 示 説 明

■ 電気・電子系／シーケンス制御分野 ：2026年度開講コース

◉4D151・152・153 （P20）

有接点シーケンス
制御の実践技術

◉4D161・162  （P22）

ＰＬＣによるタッチ
パネル活用技術

◉4D011・012  （P21）

シーケンス制御による
電動機制御技術

◉4D051・052・053  （P20）

ＰＬＣ制御の
回路技術

◉4D201・202  （P21）

ＰＬＣ制御の
応用技術

■ 電気・電子系／通信設備分野 ：2026年度開講コース

DX

DX DX

DX

無線ＬＡＮを用いたデータ伝送技術
◉4D271 （P23）

ＶＬＡＮ間ルーティング技術
◉4D211  （P23）

◉4D301  （P24）

電気工事技術者のためのIoT機器施工技術

◉4D261・262  （P22）

製造現場におけるＬＡＮ活用技術
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の印のあるところは、この順序で受講されることをお勧めします。
の中の名称はセミナーコース名となっています。
は、コース番号と詳細の掲載ページ番号となっています。◉

表 示 説 明

■ 居住系／建築計画／建築設計 ：2026年度開講コース

◉4H011・012 （P25）

実践建築設計２次元ＣＡＤ技術
（平面図編）

◉4H001 （P25）

実践建築設計２次元ＣＡＤ技術

◉4H131・132 （P26）

実践建築設計３次元ＣＡＤ技術
（設計図面とプレゼンテーション編） 

◉4H161 （P27）

実践建築設計３次元ＣＡＤ技術
（申請編） 

■ 居住系／木材加工／建築加工

◉4H211 （P28）

木材加工技術における問題解決法と品質の向上

◉4H271 （P29）

木造住宅における耐震補強工事実践技術（古民家（伝統構法）の改修編）

：2026年度開講コース

◉4H021・022（P26）

実践建築設計２次元ＣＡＤ技術
（応用編）

◉4H191 （P28）

インテリアパース作成実践技術

◉4H171 （P27）

実践建築設計３次元ＣＡＤ技術
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の印のあるところは、この順序で受講されることをお勧めします。
の中の名称はセミナーコース名となっています。
は、コース番号と詳細の掲載ページ番号となっています。◉

表 示 説 明

■ 設備系 ：2026年度開講コース

◉4H511（P29）

冷媒配管の施工と空調機器据付け技術

◉4H521（P30）

トラブル事例から学ぶ各種管の施工・接続技術（トイレ等の給排水衛生設備）

◉4H531（P30）

自動火災報知設備工事の施工・保守技術

低圧電気設備の保守点検技術
◉4H551（P31）

ビル設備管理の実務
◉4H561（P31）
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【機械系】
機械設計

切削加工を考慮した機械設計製図
定　　員 10名

受 講 料 10,000円/名

コース番号 日　程 実施時間

4M171 9/16（水）,17（木）［2日間］ 各日9:00〜16:00

訓練内容

実際に工作機械等を使用し、加工法・測定・表面性状に関
する理解を深め、機械図面で必要になる表現方法や記号な
どを適切に付加できるようにし、設計業務や加工業務を円
滑に遂行できる能力を習得します。

1. 機械製図概要
2. 製図と図面
3. 加工を意識した設計製図
4. 表面性状の理解と製図

対 象 者 機械設計製図の業務に従事する技能・技術者等であって、指導的・中核的な役割を担う方ま
たはその候補の方

主な使用機器 表面粗さ測定機、真円度測定機、汎用旋盤、フライス盤

持 参 品 筆記用具、関数電卓    

セミナーコース内容

実践機械製図
定　　員 10名

受 講 料 17,500円/名

コース番号 日　程 実施時間

4M101 4/6（月）,7（火）,8（水）［3日間］ 各日9:00〜16:00

訓練内容

機械設計/機械製図の現場力強化及び技能継承をめざして、
技能高度化に向けた設計現場で求められる機械製図の組立
図及び部品図に関する総合的かつ実践的な知識、技能、実
習を通して習得します。

1. 製図規格の確認
2. 投影法の確認
3. 加工を考慮した効果的寸法記入法
4. サイズ公差の考え方
5. 表面性状のパラメータ
6. 実践的図面の描き方

対 象 者 機械設計関連の業務に従事する技能・技術者等であって、指導的・中核的な役割を担う方ま
たはその候補の方

持 参 品 筆記用具

New
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3次元CADを活用したソリッドモデリング技術
定　　員 10名

受 講 料 14,000円/名

コース番号 日　程 実施時間

4M121 8/26（水）,27（木）［2日間］ 各日9:00〜16:00

訓練内容

製品設計業務における効率化・最適化（改善）に向けた「製
品（部品）機能 = フィーチャー」と捉えた開発・設計への
3 次元 CAD 活用方法を様々なモデリング手法とともに習
得していきます。

1. 3 次元 CAD 概要
2. 拘束条件・親子関係・基準
3. 設計を意識したモデリング方法
4. 類似品設計の効率化

対 象 者 製品設計・開発・生産技術業務に従事する技能・技術者等であって、指導的・中核的な役割
を担う方またはその候補の方

主な使用機器 3 次元 CAD（SolidWorks）

持 参 品 筆記用具

備 　 考 4M181 コースとのセット受講をお勧めします。

2次元CADによる機械製図技術
定　　員 10名

受 講 料 12,000円/名

コース番号 日　程 実施時間

4M091 6/17（水）,18（木）［2日間］ 各日9:00〜16:00

訓練内容

機械設計・機械製図での 2 次元 CAD の正しい使用方法を
汎用的なソフトウェアで学んでいきます。思考履歴を残し
ながら図形を作成することや、座標系を利用する作図、縮
尺の図形作成など、効果的かつ効率的な使用方法を習得し
ます。

1. 作図コマンド及び編集コマンドの
　 正しい使用方法の確認
2. 作図手順（基準部分からの作図）
3. 設計変更に対応する図面データの作成
4. 総合課題実習

対 象 者 製造業全般の製品企画、設計、生産業務などに従事する技能・技術者等であって、指導的・
中核的な役割を担う方またはその候補の方

主な使用機器 2 次元 CAD（AutoCAD）

持 参 品 筆記用具

機械設計
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旋盤加工技術
定　　員 10名

受 講 料 15,000円/名

コース番号 日　程 実施時間

4M351 4/21（火）,22（水）［2日間］
各日9:00〜16:00

4M352 1/27（水）,28（木）［2日間］

訓練内容

汎用機械加工の生産性の向上をめざして、効率化・最適化
（改善）に向けた加工実習をとおして、加工方法の検討や
段取り等、実践的な旋盤作業に関する技能・技術を習得し
ます。

1. 心出し作業、工具取付け
2. 加工条件の設定
3. 旋削加工方法（端面加工、外径加工）
4. 荒加工・仕上げ加工（加工工程について）

対 象 者 機械加工作業に従事する技能・技術者等であって、指導的・中核的な役割を担う方またはそ
の候補の方

主な使用機器 旋盤（TAKISAWA:TAL-540N）

持 参 品 作業服、作業ズボン、安全靴、安全帽子、保護メガネ、筆記用具、関数電卓

機械加工

3次元CADを活用したアセンブリ技術
定　　員 10名

受 講 料 14,000円/名

コース番号 日　程 実施時間

4M181 9/2（水）,3（木）［2日間］ 各日9:00〜16:00

訓練内容

アセンブリの概要を正しく理解し、組立状態の検証や組み
立てをしながらの部品データの構築（トップダウン方法）
などについて学んでいきます。また、図面データでの組立
チェックなどの作業をしていきます。

1. 設計について
2. アセンブリ方法
3. 検証ツールとアセンブリ
4. 検証作業

対 象 者 製品全体の設計・開発業務に従事する技能・技術者等であって、指導的・中核的な役割を担
う方またはその候補の方

主な使用機器 3 次元 CAD（SolidWorks）

持 参 品 筆記用具

備 　 考 4M121 のコースとのセット受講をお勧めします。

機械設計
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NC旋盤プログラミング技術
定　　員 10名

受 講 料 10,500円/名

コース番号 日　程 実施時間

4M051 10/21（水）,22（木）［2日間］ 各日9:00〜16:00

訓練内容

NC 旋盤加工に必要とされるプログラムに関する知識を習
得するとともに、プログラム課題をとおして、工具の知識
や加工方法の検討など、NC 旋盤プログラムに必要な技能・
技術を習得します。

1. NC 旋盤の概要
2. 各種機能と応用
3. 各加工のプログラミング課題実習
4. NC 旋盤シミュレーションによる
　プログラムチェック

対 象 者 機械加工作業に従事する技能・技術者等であって、指導的・中核的な役割を担う方またはそ
の候補の方

主な使用機器 CNC 旋盤（DMG 森精機 :NLX2000Y-500）、NC シミュレーション（NCVIEW）

持 参 品 作業服、作業ズボン、安全靴、安全帽子、保護メガネ、筆記用具、関数電卓

備 　 考 4M391 コースとのセット受講となります。

旋削加工の理論と実際
定　　員 10名

受 講 料 12,500円/名

コース番号 日　程 実施時間

4M031 4/17（金）,20（月）［2日間］
各日9:00〜16:00

4M032 1/20（水）,21（木）［2日間］

訓練内容

旋削加工の理論を理解し、適切な加工条件の設定が行える
能力を習得していきます。旋削加工における理論と実際の
相違点など、実習をとおして理解し、問題解決ができるよ
うにしていきます。

1. 旋削加工概論
2. 切削加工 3 条件
3. 工具材質と被削材材質について
4. 切削抵抗について
5. 表面粗さと送り速度について

対 象 者 機械加工業務に従事する技能・技術者等であって、指導的・中核的な役割を担う方またはそ
の候補の方

主な使用機器 旋盤（TAKISAWA:TAL-540N）、切削動力計、マイクロスコープ

持 参 品 作業服、作業ズボン、安全靴、安全帽子、保護メガネ、筆記用具、関数電卓

機械加工

− 13 −



フライス盤加工技術
定　　員 8名

受 講 料 17,000円/名

コース番号 日　程 実施時間

4M371 4/27（月）,28（火）［2日間］
各日9:00〜16:00

4M372 2/24（水）,25（木）［2日間］

訓練内容

汎用機械加工の生産性向上をめざして、効率化・最適化（改
善）に向けた加工実習をとおして、加工方法の検討や段取
り等、実践的なフライス盤作業に関する技能・技術を習得
します。

1. フライス盤、バイスなどの精度確認
2. 六面体加工（セッティング時の問題点）
3. 加工条件の設定
4. エンドミル加工（段加工、溝加工）

対 象 者 機械加工作業に従事する技能・技術者等であって、指導的・中核的な役割を担う方またはそ
の候補の方

主な使用機器 フライス盤（IWASHITA:2VB）

持 参 品 作業服、作業ズボン、安全靴、安全帽子、保護メガネ、筆記用具、関数電卓

NC旋盤加工技術
定　　員 10名

受 講 料 18,000円/名

コース番号 日　程 実施時間

4M391 10/27（火）,28（水）,29（木）［3日間］ 各日9:00〜16:00

訓練内容

加工課題をもとに、プログラム作成と NC 旋盤の段取り（工
具のセット、ワークのセットや座標系設定など）を行い、
実際の加工まで行う内容です。実践的な NC 旋盤作業全般
の技能・技術を習得します。

1. 加工課題の検討とプログラミング
2. NC 旋盤のセッティングとプログラムチェック
3. 実加工
4. プログラムの変更と加工精度のチェック

対 象 者 NC 旋盤による機械加工に従事する技能・技術者等であって、指導的・中核的な役割を担う
方またはその候補の方

主な使用機器 CNC 旋盤（DMG 森精機 :NLX2000Y-500）、NC シミュレーション（NCVIEW）

持 参 品 作業服、作業ズボン、安全靴、安全帽子、保護メガネ、筆記用具、関数電卓

備 　 考 4M051 コースとのセット受講となります。

機械加工
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マシニングセンタプログラミング技術
定　　員 10名

受 講 料 11,000円/名

コース番号 日　程 実施時間

4M081 12/2（水）,3（木）［2日間］ 各日9:00〜16:00

訓練内容

MC 加工に必要とされるプログラムに関する知識を習得し
ます。各オフセットに関する知識や実際のプログラム作成
を、課題をとおして理解していきます。

（FANUC の制御装置も含めて説明します。）

1. マシニングセンタ概要
2. MC のプログラムの知識
3. 各補正の概念と実際のプログラム
4. プログラム課題のシミュレーションによる
　チェック

対 象 者 機械加工作業に従事する技能・技術者等であって、指導的・中核的な役割を担う方またはそ
の候補の方

主な使用機器 マシニングセンタ（NVX5060）、NC シミュレーション（NCVIEW）

持 参 品 作業服、作業ズボン、安全靴、安全帽子、保護メガネ、筆記用具、関数電卓

備 　 考 4M401 コースとのセット受講となります。

フライス加工の理論と実際
定　　員 8名

受 講 料 16,500円/名

コース番号 日　程 実施時間

4M041 4/23（木）,24（金）［2日間］
各日9:00〜16:00

4M042 2/17（水）,18（木）［2日間］

訓練内容

フライス加工の理論を理解し、適切な加工条件の設定が行
える能力を習得していきます。フライス加工における理論
と実際の相違点など、実習をとおして理解し、問題解決が
できるようにしていきます。

1. フライス加工概論
2. フライス加工 3 条件
3. 工具材質と被削材材質について
4. エンドミルにおける加工の特徴
5. 切削抵抗
6. 表面粗さと送り速度について

対 象 者 機械加工作業に従事する技能・技術者等であって、指導的・中核的な役割を担う方またはそ
の候補の方

主な使用機器 フライス盤（IWASHITA:2VB）、切削動力計

持 参 品 作業服、作業ズボン、安全靴、安全帽子、保護メガネ、筆記用具、関数電卓

機械加工
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精密測定技術（実践測定編）
定　　員 10名

受 講 料 11,000円/名

コース番号 日　程 実施時間

4M301     4/9（木）,10（金）［2日間］
各日9:00〜16:00

4M302 10/14（水）,15（木）［2日間］

訓練内容

実践的な寸法測定実習をとおして、精密で信頼性の高い測
定を行うための理論を学び、測定器の定期検査方法を含め
た正しい取り扱いと、測定方法、誤差要因とその対処に必
要な技能・技術を習得します。

1. 測定の重要性
2. ノギスの測定
3. マイクロメータの測定
4. シリンダゲージでの測定
5. 加工現場での測定の問題点

対 象 者 機械加工作業及び測定・検査業務に従事する技能・技術者等であって、指導的・中核的な役
割を担う方またはその候補の方

主な使用機器 ノギス、外側マイクロメータ、デプスマイクロメータ、各ダイヤルゲージ、その他測定機器

持 参 品 作業服、作業帽、筆記用具、関数電卓

備 　 考 4M011・4M012 コースとのセット受講をお勧めします。

マシニングセンタ加工技術
定　　員 10名

受 講 料 20,000円/名

コース番号 日　程 実施時間

4M401 12/8（火）,9（水）,10（木）［3日間］ 各日9:00〜16:00

訓練内容

加工実習をとおして、工具・取付具、ワーク座標系等に関
する知識と実際の段取り作業のポイントや実機でのプログ
ラムチェック、加工条件のチェックなどを行い、MC 加工
に必要な技能・技術を習得します。

1. MC の段取り（座標系設定と工具の設定）
2. 各オフセットに関する知識など
3. 実機によるプログラムチェック
4. 加工課題実習

対 象 者 マシニングセンタによる機械加工に従事する技能・技術者等であって、指導的・中核的な役
割を担う方またはその候補の方

主な使用機器 マシニングセンタ（NVX5060）、NC シミュレーション（NCVIEW）

持 参 品 作業服、作業ズボン、安全靴、安全帽子、保護メガネ、筆記用具、関数電卓

備 　 考 4M081 コースとのセット受講となります。

測定・検査

機械加工
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精密測定技術（ばらつきの原因と対策）
定　　員 10名

受 講 料 11,500円/名

コース番号 日　程 実施時間

4M011 6/24（水）,25（木）［2日間］
各日9:00〜16:00

4M012   11/4（水）,5（木）［2日間］

訓練内容

精度、信頼性の高い測定を行うために必要な理論を活用し、
正しい測定器の使用方法に関する知識を学びます。測定時
のばらつきの原因と対策ができることにより、より精密で
正確な測定ができる技能・技術を習得します。

1. 測定器に関する知識
2. 各種測定器の測定実習及び日常点検
3. 測定時のばらつきの要因
4. 各ばらつき要因に対する対策方法

対 象 者 機械加工作業及び測定・検査業務に従事する技能・技術者等であって、指導的・中核的な役
割を担う方またはその候補の方

主な使用機器 ノギス、外側マイクロメータ、ブロックゲージ、ダイヤルゲージ、オプチカルフラット、
オプチカルパラレル、ダイヤルゲージテスタ、その他測定機器

持 参 品 筆記用具、関数電卓

備 　 考 4M301・4M302 コースとのセット受講をお勧めします。

精密形状測定技術
定　　員 10名

受 講 料 12,000円/名

コース番号 日　程 実施時間

4M311 6/3（水）,4（木）［2日間］ 各日9:00〜16:00

訓練内容

幾何公差で必要となる形状測定について学んでいきます。
特に真円度測定機で行える形状測定を中心に、表面粗さ測
定機についても学びます。

1. 形状の測定概要
2. 真直度測定について
3. 真円度測定について
4. 円筒度測定について
5. 直角度測定について
6. 表面性状の測定について

対 象 者 測定・検査作業に従事する技能・技術者等であって、指導的・中核的な役割を担う方または
その候補の方

主な使用機器 表面粗さ測定機、真円度測定機、その他測定機器

持 参 品 筆記用具、関数電卓

測定・検査
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半自動アーク溶接技能クリニック
定　　員 6名

受 講 料 26,500円/名

コース番号 日　程 実施時間

4M521 1/7（木）,8（金）［2日間］ 各日9:00〜16:00

訓練内容

半自動アーク溶接作業の技能向上をめざして、溶融池制御の
ための電流、電圧、速度などの各種溶接条件について理解
を深め、それぞれの溶接施工時における問題点を把握し、自
己確認を行いながら実践的技能及び作業要領を習得します。

（中板・厚板）

1. 炭酸ガス半自動溶接の概要
2. 各種姿勢溶接作業
3. 溶接欠陥と対策

※ 4M521 は受付期間が長期休日をまたぐため、締切日を
　 変更しております。詳細は P2 をご覧ください。

対 象 者 アーク溶接作業に従事する技能・技術者等であって、指導的・中核的な役割を担う方または
その候補の方

主な使用機器 パナソニック

持 参 品 作業服、作業帽、安全靴、保護具、遮光面、筆記用具

備 　 考 各種板厚に応じた突合せ、すみ肉を適正な強度で出来るようになります。内容は要望に合わせ
て若干の調整を行うことが可能です。

被覆アーク溶接技能クリニック
定　　員 6名

受 講 料 28,500円/名

コース番号 日　程 実施時間

4M511   7/9（木）,10（金）［2日間］
各日9:00〜16:00

4M512 1/21（木）,22（金）［2日間］

訓練内容

被覆アーク溶接の技能向上をめざして、受講者の技能レベ
ルを診断し、その結果に基づいて各課題実習を通して被覆
アーク溶接に対しての技能を補い、溶接条件について理解
を深め、実際に起こりうる品質上の問題点の把握及び解決
手法を習得します。（中板・厚板）

1. 被覆アーク溶接の概要
2. 各種姿勢溶接作業
3. 溶接欠陥と対策

対 象 者 アーク溶接作業に従事する技能・技術者等であって、指導的・中核的な役割を担う方または
その候補の方

主な使用機器 パナソニック

持 参 品 作業服、作業帽、安全靴、保護具、遮光面、筆記用具

備 　 考 各種板厚に応じた突合せ、すみ肉を適正な強度で出来るようになります。内容は要望に合わせ
て若干の調整を行うことが可能です。

金属加工 /成形加工
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超音波探傷技術による欠陥評価
定　　員 4名

受 講 料 35,500円/名

コース番号 日　程 実施時間

4M561 7/15（水）,16（木）［2日間］ 各日9:00〜17:00

訓練内容

超音波探傷試験検査の現場力強化をめざして、技能高度化
に向けた実践的な超音波探傷実習及び評価演習を通して、
実際に起こりうる検査・評価上での問題点の把握及び解決
手法を習得します。

1. 超音波探傷試験理論
2. 垂直探傷の応用
3. 斜角探傷の応用
4. DGS 線図による等価きず直径の推定
5. 欠陥の評価

対 象 者 溶接・検査作業に従事する技能・技術者等であって、指導的・中核的な役割を担う方または
その候補の方

主な使用機器 USM-35XJE

持 参 品 筆記用具

備 　 考 超音波探傷検査の実務の再確認（習熟）に最適です。

測定・検査

ステンレス鋼のTIG溶接技能クリニック
定　　員 6名

受 講 料 31,500円/名

コース番号 日　程 実施時間

4M531 7/23（木）,24（金）［2日間］
各日9:00〜16:00

4M532 1/14（木）,15（金）［2日間］

訓練内容

溶接加工の現場力強化をめざして、現在の習熟度を確認し、
その結果に基づいたステンレス鋼の TIG 溶接作業の各種継
手の溶接実習を通して、技能向上に向けた適正な溶接条件
に関する知識、技能と実際に起こりうる品質上の問題点の
把握及び解決手法を習得します。（1.5 〜 3mm　板材）

1. ステンレス鋼種選定のポイント
2. すみ肉・突合せ溶接作業
3. 溶接欠陥と対策

※ 4M532 は受付期間が長期休日をまたぐため、締切日を
　 変更しております。詳細は P2 をご覧ください。

対 象 者 TIG 溶接作業に従事する技能・技術者等であって、指導的・中核的な役割を担う方またはそ
の候補の方

主な使用機器 パナソニック、ダイヘン

持 参 品 作業服、作業帽、安全靴、保護具、遮光面、筆記用具

備 　 考 各種板厚に応じた突合せ、すみ肉を適正な強度で出来るようになります。内容は要望に合わせ
て若干の調整を行うことが可能です。

金属加工 /成形加工
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有接点シーケンス制御の実践技術
定　　員 10名

受 講 料 12,000円/名

コース番号 日　程 実施時間

4D151   5/27（水）,28（木）［2日間］

各日9:00〜16:004D152   7/29（水）,30（木）［2日間］

4D153 10/28（水）,29（木）［2日間］

訓練内容

有接点シーケンス回路の設計・制作方法について、実際の

回路組立作業（ON-OFF、自己保持、タイマー等）の実習

をとおして、習得します。

1. 有接点シーケンスの概要

2. 接続図の読み方、配線方法

3. 基本回路、自己保持回路

4. インターロック回路、タイマー回路

対 象 者 シーケンス制御設計に従事する技能・技術者等であって、指導的・中核的な役割を担う方ま
たはその候補の方

主な使用機器 リレー、タイマー、スイッチ、表示灯、工具等

持 参 品 筆記用具

備 　 考 4D011・012 コースとのセット受講をすると、電動機制御を習得できます。4D051 〜 053 コー
スとのセット受講をすると、PLC 制御を習得できます。

【電気・電子系】
制御システム設計

PLC制御の回路技術
定　　員 10名

受 講 料 14,000円/名

コース番号 日　程 実施時間

4D051   6/17（水）,18（木）［2日間］

各日9:00〜16:004D052   9/16（水）,17（木）［2日間］

4D053 12/16（水）,17（木）［2日間］

訓練内容

自動化システムの設計・保守業務における効率化・最適化
をめざして、PLC に関する知識、回路の作成、変更法と実
践的な生産設備設計について、実習をとおして習得します。

1. 三菱 PLC の概要、構成、配線、有接点シーケンスとの比較
2. ラダープログラムの作成方法
3. 基本回路、自己保持回路、タイマー回路、カウンタ回路
4. 総合課題（ベルトコンベア実習盤を用いた制御）

対 象 者 自動化設備の設計業務に従事する技能・技術者等であって、指導的・中核的な役割を担う方
またはその候補の方

主な使用機器 パソコン、PLC（三菱 Q シリーズ）

持 参 品 筆記用具

備 　 考 4D201・202 コースを受講すると、応用的な制御を習得できます。
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PLC制御の応用技術
定　　員 10名

受 講 料 14,000円/名

コース番号 日　程 実施時間

4D201 6/25（木）,26（金）［2日間］
各日9:00〜16:00

4D202 9/29（火）,30（水）［2日間］

訓練内容

自動化システムの設計・保守業務における効率化・最適化
をめざして、PLC の数値演算処理に関する知識と応用的な
生産設備設計について、実習をとおして習得します。

1. PLC の概要、配線
2. PLC における数値の扱い
　 2 進数、2 進化 10 進数、ワードデバイス
3. 各種転送命令、比較命令
4. 加算、減算、乗算、除算命令

※ 4D202 は受付期間が長期休日をまたぐため、締切日を
　 変更しております。詳細は P2 をご覧ください。

対 象 者 自動化設備の設計・保守業務に従事する技能・技術者等であって、指導的・中核的な役割を
担う方またはその候補の方

主な使用機器 パソコン、PLC（三菱 Q シリーズ）

持 参 品 筆記用具

備 　 考 4D051 〜 053 コースを受講された方、または同等以上の知識をお持ちの方にお勧めです。
4D161・162 コースを受講すると、タッチパネルでの制御も習得できます。

シーケンス制御による電動機制御技術
定　　員 10名

受 講 料 12,500円/名

コース番号 日　程 実施時間

4D011 8/25（火）,26（水）［2日間］
各日9:00〜16:00

4D012   12/2（水）,3（木）［2日間］

訓練内容

電動機の有接点リレーシーケンス制御による運転回路の設
計、制御盤組立などの作業の効率化・改善を目指して、安
全と品質に配慮した電動機制御の配線について、実習をと
おして習得します。

1. 基本回路、自己保持回路
2. 誘導電動機の仕組み、主回路と制御回路の構成
3. 直入れ始動回路、正転逆転運転回路
4. Y 結線とΔ結線、Y- Δ始動回路

対 象 者 シーケンス制御回路の設計・組立・配線作業に従事する技能・技術者等であって、指導的・
中核的な役割を担う方またはその候補の方

主な使用機器 制御盤、リレー、タイマー、電動機、工具等

持 参 品 筆記用具

制御システム設計
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通信設備・通信システム設計

PLCによるタッチパネル活用技術
定　　員 10名

受 講 料 14,000円/名

コース番号 日　程 実施時間

4D161   7/15（水）,16（木）［2日間］
各日9:00〜16:00

4D162 10/14（水）,15（木）［2日間］

訓練内容

ライン整備機能の効率化・改善をめざして、生産現場で活
用されているタッチパネルの効率的な画面設計と PLC の
プログラミング方法について、実習をとおして習得します。

1. 概要（タッチパネルについて）
2. 画面設計（スイッチ、ランプ、コメント等）
3. タッチパネルと連携したプログラミング
4. 総合課題（ベルトコンベア実習盤を用いた制御）

対 象 者 シーケンス（PLC）制御設計業務に従事する技能・技術者等であって、指導的・中核的な役
割を担う方またはその候補の方

主な使用機器 パソコン、PLC（三菱 Q シリーズ）、タッチパネル

持 参 品 筆記用具

備 　 考 4D201・202 コースを受講された方、または同等以上の知識をお持ちの方にお勧めです。

製造現場におけるLAN活用技術
定　　員 10名

受 講 料 12,500円/名

コース番号 日　程 実施時間

4D261 　  7/7（火）,8（水）［2日間］
各日9:00〜16:00

4D262 11/19（木）,20（金）［2日間］

訓練内容

TCP/IP プロトコル含め、ネットワーク機器設定を行う 
ために必要な知識や技術を習得します。

1. ネットワーク概要
2. プロトコル概要と設定
3. ネットワーク機器の役割と設定
4. LAN 構築実習

対 象 者 製造現場のシステム管理業務に従事する技能・技術者等であって、指導的・中核的な役割を
担う方またはその候補の方

主な使用機器 スイッチ、ブロードバンドルータ

持 参 品 筆記用具

備 　 考 当コース受講後、4D211、4D271 を受講すると、さらに応用的な技術を身に付けることがで
きます。

制御システム設計
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